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結 果 の 概 要 
 

１ 世帯の状況 

 （１）世帯構成 

この７年間で、「夫婦のみの世帯」は増加、「三世代世帯」、「親なし子ありの世帯」は減少 

 

第１回調査から第８回調査までの世帯構成をみると、「夫婦のみの世帯」は、第１回 21.2%から第８回 34.6%と

増加している。一方、「三世代世帯」は、第１回 22.4%から第８回 16.0%、「親なし子ありの世帯」は、第１回 39.0%

から第８回 29.7%と減少している。（図１） 

世帯構成の変化について、第１回調査から「夫婦のみの世帯」に変化した割合をみると、「親なし子ありの世

帯」で 30.5%、「親あり子なしの世帯」で 22.4%と高くなっている（表１）。 
 
 
 

図１ 第１回調査から第８回調査までの世帯構成の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

表１ 世帯構成の変化 

 

（単位：％）

総数 (100.0) 100.0 8.3 34.6 16.0 9.7 29.7 1.4

単独世帯 (5.1) 100.0 76.1 7.4 3.0 4.0 8.0 1.3

夫婦のみの世帯 (21.2) 100.0 4.3 77.6 5.2 2.4 9.0 0.7

三世代世帯 (22.4) 100.0 1.9 13.6 49.0 14.8 20.1 0.5

親あり子なしの世帯 (10.7) 100.0 11.2 22.4 11.3 47.8 3.9 3.1

親なし子ありの世帯 (39.0) 100.0 3.9 30.5 6.4 1.2 57.2 0.6

その他の世帯 (0.9) 100.0 15.2 14.6 3.5 3.0 7.6 55.6

注：総数には第１回及び第８回の世帯構成の不詳を含む。
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（２） 介護をしている状況と就業状況の変化 

介護をしている状況の変化別に第１回調査以降に「退職」した者の割合をみると、「介護を「していない」

から「している」に変化」した者で高い 

 

第８回調査で介護をしていると答えた者の割合は 12.9%であり、ここ数年の傾向に変化はない。また、第１回

から第８回までに介護をした経験がある者（１回でも「介護をしている」と答えた者。以下同様）は、３割を超え

ている。（図２、図３） 

第１回調査からの就業状況の変化を、第１回からの介護をしている状況の変化別にみると、「退職」（第１回

に仕事をしていて、第８回までに仕事をしていない状態に変化）した割合は、「介護を「していない」から「して

いる」に変化」した者が 23.0%と高くなっている（表２）。 

 

図２ 各調査回における介護の有無             図３ 第１回調査からの介護経験の有無 

 

 

表２ 第１回調査からの介護をしている状況の変化別にみた第１回調査からの就業状況の変化 
 

 

 

（単位：％）

総数 (100.0) 100.0 52.1 2.0 18.0 12.8 14.5

第１回から介護をしている (1.1) 100.0 33.7 2.0 18.7 28.9 16.3

介護を「していない」から
介護を「している」に変化

(5.8) 100.0 46.4 1.8 23.0 13.3 15.1

介護を「している」から
介護を「していない」に変化

(3.3) 100.0 43.5 4.3 14.7 22.6 14.7

第１回から介護をしていない (47.9) 100.0 56.2 1.8 17.2 11.5 13.0

その他 (19.4) 100.0 48.9 1.9 19.4 13.6 15.6

注：総数には第１回からの介護をしている状況の変化及び第１回からの就業状況の変化の不詳を含む。

 ※ 退職の理由には、「家族の介護・看護のため」の他に、「定年のため」、「健康がすぐれなかったから」、「契約期間が満了したから」

などがある。
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